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2017 年 2 月 13 日 

防衛大臣    稲田 朋美様 

沖縄防衛局局長 中嶋浩一郎様 

     

                 要請書 

    ――特定外来種侵入防除対策を策定しないままで   

          土砂採取・搬出予算を執行しないよう求めます―― 

 

辺野古埋め立て土砂搬出反対全国連絡協議会 

共同代表 大津 幸夫 

                         （自然と文化を守る奄美会議、鹿児島県奄美市） 

                    阿部 悦子 

                         （環瀬戸内海会議、愛媛県松山市） 

               連絡先 700-0973 岡山市北区下中野 318-114 松本方 

                                    

                 参加団体 奄美市住用町市環境対策委員会（栄清安 森紘道） 

                      海の生き物を守る会（向井宏） 

                      沖縄・新基地をつくらせない広島県実行委員会（菊間みどり） 

                      環瀬戸内海会議（阿部悦子 湯浅一郎） 

                      五島列島・自然と文化の会（歌野敬） 

                      自然と文化を守る奄美会議（大津幸夫 薗博明） 

                      島ぐるみ会議名護（稲嶺進・松田藤子・屋比久稔ほか計12名） 

                      小豆島環境と健康を考える会（冨田忠孝） 

                      手広海岸を守る会（碇山勇生） 

                      播磨灘を守る会（青木敬介） 

                      故郷の土で辺野古に基地をつくらせない香川県連絡会 

                                        （市村康 五宝光基） 

                      「辺野古に土砂は送らせない！」山口のこえ（大谷正穂） 

                      辺野古埋立て土砂搬出反対北九州連絡協議会 

                        （安藤昭雄 松永英樹 南川健一 三輪幸子 森下宏人） 

                      辺野古埋立て土砂搬出反対熊本県連絡協議会 

                               （板井優 福島将美 海秀道 神谷杖治） 

                      辺野古のケーソンをつくらせない三重県民の会（柴田天津雄） 

                      南大隅を愛する会（大坪満寿子） 

                      門司の環境を考える会（森下宏人） 

                      本部町島ぐるみ会議（島袋吉徳 平良昭一 ほか） 

                        （五十音順 計１８団体 カッコ内は代表、または共同代表） 

 

私たちは、西日本の 8 県 18 団体で組織する「辺野古土砂搬出反対全国連絡協議会」です。

辺野古新基地の埋め立ては、西日本各地からの土砂 1700 万トンの搬入がなければ成立しな

いことを踏まえて申し入れをいたします。 

まず、2 月 6 日、政府が名護市辺野古の新基地建設に向けて海上での工事に着手したこと

に、強く抗議をいたします。沖縄の民意を一顧だにせず、民主主義と地方自治に背く蛮行、

暴挙が大手を振ってまかり通る沖縄の現状を深く憂慮すると共に、一方で辺野古新基地の埋
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立は、私たちの住む美しい故郷の山と海の環境破壊、住民生活の破壊が伴うことについての

政府からの説明がいまだにないことにも強く抗議いたします。 

昨年 11 月 1 日の当会の政府交渉において、今後 3 年間で「埋め立て土砂の採取・運搬」

などに関わる予算として 816 億円が計上されていることが判明しました。また 12 月 12 日

の衆議院沖縄及び北方問題に関する特別委員会において、今年度予算として 55 億 6100 万

円が計上されているとの政府答弁がありましたが、予算の内訳などの具体的な答弁はありま

せんでした。さらに私たちが懸念する西日本各県に生息する特定外来生物対策については、

「埋立土砂の供給業者に所要の調査等を義務付け」、「調査等の結果については環境監視等委

員会の指導助言を受けたあと、沖縄防衛局が適切な対応をとる」とされ、「現時点で環境監

視等委員会では外来種対策について具体的な議論は行っていない」とのことでした。 

55 億円の支出はするが、内訳も外来種対策に係る費用も明らかにせず、外来種対策のあ

り方についての議論さえ行わない段階で、大浦湾の埋め立て工事に着手する国の在り方は、

「埋立ありき」「軍事基地ありき」の蛮行であり、辺野古大浦湾の宝の海を破壊し、土砂搬

出各地の自然を破壊する行為であることから、以下のように要請いたします。 

 

１、 辺野古の海域と土砂搬出地の約 6 割の海域が、環境省の「生物多様性の観点から

見た重要度の高い海域」であることにかんがみ、沖縄防衛局がこれまで示してき

た辺野古への土砂搬出予定地である、香川県小豆島、山口県黒髪島、向島、福岡

県門司区、熊本県天草、長崎県五島、鹿児島県佐多岬、奄美大島、徳之島、沖縄

本島本部・国頭地区などの土砂採取と搬出による環境への影響調査と地域住民生

活への影響などの調査を行うまでは、辺野古埋め立て工事に着手しないこと。 

２、 沖縄防衛局は、「生物多様性国家戦略」や「特定外来生物法」により特定外来生物

の地域間移動を規制していることに即して、まずは「外来種侵入防除対策」を策

定すること。岩ズリは、石材と異なり、砂・泥・及び小石の混合物であり、大量

の岩ズリから外来生物が確認された場合の除去は困難を極めると想像されるので、

「防除対策」の策定には入念な準備が必要であることに留意すべきである。 

３、 上記の防除対策が策定されていない現状においては、今年度の約 55 億円の「土砂

採取・運搬」予算に係る契約手続きを一切行わないこと。 

４、 埋立土砂の供給業者に義務付けるとする「所要の調査等」の内容を仕様書におい

てどのように規定するのか明らかにすること。  

５、 ３年間で 816 億円と計上されている「埋め立て土砂の採取・運搬」予算の内訳の

明細を明らかにすること。 

６、 既に計上されている「外来種対策に係る費用」の積算根拠を明らかにすること。 

                                    以上 


